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コンクリートが⼗分な強度を発現するには、打設後に養⽣をすることで保湿し、⼗分に⽔和反応を進⾏させる必要がある。
しかし構造物の条件や⼯程によっては必要な養⽣を与えることが困難な場合がある。養⽣剤は、そのような場合にコンクリー
トの表⾯に塗布することで、コンクリートからの⽔分逸散を抑制するための薬剤である。しかしながら、使⽤条件によって効
果が⼤きく異なるという問題がある。そもそも養⽣剤として様々な種類の製品が販売されているが、いずれも作⽤機構に不明
な点が多いのが現状である。本研究では養⽣剤のうち、界⾯活性剤系の養⽣剤に着⽬して検討を実施した。

はじめに

使⽤した養⽣剤とセメントペースト
本研究で使⽤した養⽣剤は、アニオン系の界⾯活性剤を

主成分としており、使⽤時の標準希釈率は10%である。
養⽣剤の濃度は⽔道⽔で希釈することにより変更した。セ
メントペースト上に養⽣剤を散布した場合の⽔分逸散抑制
効果を検討する場合には、⽔セメント⽐40%のセメント
ペーストを⽤いた。

検討に⽤いた材料

界⾯活性剤の膜や凝集構造が全体を覆わず、隙間がある状
態であっても、⾼い⽔分逸散抑制効果が確認された。よっ
て界⾯活性剤系の養⽣剤では、⼀般に⾔われている界⾯活
性剤の膜の形成のみでなく、それ以外の要因も⽔分逸散の
抑制に寄与しているものと考えられる。
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実験⽅法と結果
表⾯張⼒測定
濃度の異なる養⽣剤の表⾯張⼒を液

滴法を⽤いて測定した。その結果、濃
度が17%以上になると表⾯張⼒がほぼ
⼀定となった。これは、濃度17%が臨
界凝集濃度であり、濃度17%以上では
気液界⾯が界⾯活性剤により完全に覆
われた状態になることを⽰している。

考察

界⾯活性剤系の養⽣剤の作⽤機構
養⽣剤中の界⾯活性剤成分が気液界⾯に膜を形成すること

で、コンクリートからの⽔分逸散を抑制すると⾔われている。
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膜厚測定
シリコン基板上に濃度の異なる養⽣剤を塗布し、乾燥した後にエリプソメータを⽤いて膜厚を測定した。その結果、濃度
3.3%、10%、33%の養⽣剤を⽤いた場合の膜厚は、それぞれ140nm、152nm、1433nmとなった。ただし、今回は乾燥
状態で膜厚を測定していることから、湿潤状態でコンクリート上に存在する場合とは、膜の厚さや状態が異なる可能性が⾼い。

偏光顕微鏡観察
偏光顕微鏡（クロスニコル）を⽤いて、ガラ
ス上で厚さ0.15mmとした養⽣剤を観察した。
観察の結果、濃度17%以上では界⾯活性剤が
集合した構造体で視野全体が覆われた。⼀⽅
で濃度10%以下では、その構造体は視野全体
ではなく島状に分布し、隙間が⽣じているこ
とが確認された。

⽔分逸散量の測定
濃度による⽔分逸散抑制効果を検討
した。養⽣剤のみを乾燥した場合、
濃度1-6%の場合に最も⽔分逸散が
抑制された。⼀⽅、セメントペース
ト上に養⽣剤を塗布して乾燥した場
合、濃度3.3-17%程度で最も⽔分
逸散が抑制された。
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セメントペースト＋養⽣剤

養⽣剤濃度3.3% 養⽣剤濃度10%

養⽣剤濃度17% 養⽣剤濃度33%

⽇本コンクリート技術㈱の資料を改変
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